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序

埼玉県の北部地域は利根川を境として群馬県と接し、本県の北の玄関口として広域交

通の要衝になっています。昨年 10月には熊谷市・妻沼町・大里町の 1市2町が合併し、

県北では最大の人口を有する新しい熊谷市が誕生しました。

新熊谷市となった旧妻沼町には、群馬県と通じる国道407号が通り交通の便利性が高い

ことから、更なる地域経済の活性化と雇用の創出を図るため妻沼西部工業団地の造成事業

が計画されました。

事業地内には周知の埋蔵文化財包蔵地として飯塚北遺跡・飯塚古墳群があり、その取扱

いについて、埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課（当時）が関係諸機関と慎重に協議を

重ねてまいりましたが、やむを得ず記録保存の措置を講じることとなりました。発掘調査

は、埼玉県企業局の委託を受けて当事業団が実施しました。

今回の調査の結果、飯塚古墳群では大量の円筒埴輪が出土し、ガラス玉などが副葬され

ていました。飯塚北遺跡からは既に報告書としてまとめた弥生時代の再葬墓や奈良•平安

時代の竪穴住居跡の他に掘立柱建物跡・土坑などの遺構が多数発見されており、この一帯

が奈良•平安時代の大規模な集落跡の一部であることが明らかになりました。竪穴住居跡

だけでなく掘立柱建物跡や土坑などからも、土師器・須恵器などの土器類の他に灰釉陶器・

緑釉陶器という愛知、岐阜方面で生産された古代の陶器が出土し、当地域の歴史を解明す

る上で貴重な発見となりました。

本書は、これらの発掘調査の成果をまとめたものであります。埋蔵文化財の保護・普及

啓発の資料として、また学術研究の基礎資料として広く活用していただければ幸いです。

本書の刊行にあたり、発掘調査に関する諸調整に御尽力いただきました埼宝県教育局生

じロハ

くお礼申し上げま
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本書は、埼玉県大里郡妻沼町（現熊谷市）大字

永井太田 I,531番地他に所在する飯塚北遺跡と

飯塚古墳群の発掘調査報告書である。

遺跡の略号と代表地番及び発掘調査に対する指

示通知は以下のとおりである。

飯塚北遺跡（ II ZKKT) 

埼玉県大里郡妻沼町（現熊谷市）大字永井太田

1,531番地他

平成 9年4月25日付け教文第2-7号

平成10年4月24日付け教文第2-3号

平成II年4月14日付け教文第2-3号

飯塚古墳群（ II Z K古）

埼玉県大里郡妻沼町（現熊谷市）大字永井太田

1,531番地他

平成 9年4月25日付け教文第2-8号

平成10年4月24日付け教文第2-2号

埼至県大里郡妻沼町（現熊谷市）大字飯塚字悪

戸1,554他

平成15年II月II日付け教文第2-56号

発掘調査は、妻沼西部工業団地造成事業に伴う

事前調査であり、埼玉県教育局生涯学習部文化

財保護課（当時）が調整し、埼玉県の委託を受

け、財団法人埼咽県埋蔵文化財調査事業団が実

施した。

本事業は、第 1章の組織により実施した。本事

いて
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から平成11年8月31日まで実施した。整理・

報告書作成事業は、山本禎・細田勝・福田聖が

担当し、平成 12年4月10日から平成 13年3

月23日まで、平成 13年11月1日から平成14

年3月22日まで、平成14年4月8日から平成

14年8月31日まで、平成15年4月8日から平

成 15年8月29日まで、平成 16年4月8日か

ら平成 17年3月24日まで、平成 17年4月8

日から平成18年3月24日まで数次に亘って実

施した。

疇の基準点測鼠・空中写真撮影は、株式会社

シン技術コンサルに委託した。

写真は、発掘調査時の撮影を各担当者が行い、

遺物の撮影は大屋道則•山本が行った。

出土品の整理・図版の作成は、山本が行い、中

嶋淳子・成田由紀子の協力を得た。金属製品に

ついては、瀧瀬芳之が行った。緑釉．灰釉陶器

の産地比定は、中堀遺跡を参考として田中広明

が行った。

本書の執筆は、山本が行い、 I -1を埼聖県教

，
 

育局生涯学習部生涯学習文化財課が行った。

本書の綱集は、山本が行った。

10本書に掲載した資料は、平成18年度以降、埼至

県立埋蔵文化財センターが管理・保管する。

11 発掘調査から報告書の刊行まで下記の方々に御

し

ま

10 月30日まで、 11 

4月1か

4月1日



凡

1 本書中におけるX・Yの数値は、世界測地系（旧

測地系）による平面直角座標第IX系（原点：北

緯36度00分00秒、東経139度50分00秒）に

基づく各座標値 (m)を示す。また、各挿図に

おける方位は、全て座標北を示す。

2 遺跡におけるグリッドの設置は、国土標準平面

直各座標第IX系に基づいて設置しており、 10

mx 10mの方眼である。

3 グリッドの名称は、遺跡ごとに北西杭を基準と

して、東西方向は西から東へ l、2、3…、南

北方向は北から南へA、B、C…と付けている。

（例 A-2グリッド）

4 本書の遺構の略号は以下のとおりである。

s J 竪穴住居跡 SB 掘立柱建物跡

SK 土坑 SE 井戸跡

SD 溝跡 SF 火葬土坑

s s 古墳 SX 性格不明遺構

5 本書の挿図の縮尺は、原則として以下のとおり

である。

遺構全体図．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1: 400 

住居跡・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1: 60 

掘立柱建物跡・溝跡……… 1: 80 

土坑•井戸跡・火葬土坑… 1 : 60 

溝跡断面．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1: 40 

古墳跡… 1: 160（遺構図）

1 : 80（断面図）

1 : 40（石室・遺物出土状況）

... 1 : 4 

............ 2 : 3 

............ I : 3 

...... 1 : 2 

1 : 4 

りして

例

釉．灰釉陶器については、施釉範囲を網かけで

示した。

網は、灰釉5%、緑釉20%、各陶器断面40%、

自然釉5%、黒色土器30%、油煙60%、羽口還

元範囲10%、羽ロガラス質30％である。

7 遺構図における水平数値は、海抜高度を示して

おり、単位はmである。

8 遺物観察表・埴輪観察表は次のとおりである。

・ロ径・器高・底径は、 cmを単位とする。

・（ ）の数値は復元値、〈 〉は残存値である。

．胎土は狗眼で観察できるものを次のように示

した。

A:白色粒子 B ：角閃石 c ：石英

D ：雲母 E：長石 F ：赤色粒子

G ：黒色粒子 H:白色針状物質 I：片岩

J :砂粒 K:小礫

・色調は、『新版標準土色帖』 1998年版（農林

水産省水産技術会議事務局監修•財団法人日

本色彩研究所色票監修）を基に表記した。

・焼成は、良好・普通・不良の3段階に分けた。

埴輪の焼成は、器面の観察から更に下記のと

おり分類した。

硬質 普通 軟質

．填輪の外面調整及び内面調整は器表面の主体

的な調整法を記し、円筒埴輪のハケメの項目

の中でタテ、ヨコはハケメの方向を表す。数

値は2cmの幅の中に確認できるハケメの本数

し

も

と 000 

となっているもの ていない。ま し
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1発掘調査の概要

1 発掘調査に至るまでの経過
埼玉県では、自然環境の保全、生活環境の整備に

配慮しつつ、県土の調和と均衡ある発展を目指して

碁盤整備を進めるため、各種の施策を実施している。

その一環として、屎企業局では、工場誘致と適切

な工場配置のため、妻沼町（現熊谷市）大字永井太

田及び大字飯塚地内で妻沼西部工業団地の造成を計

画した。

埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課（当時）は、

これら県が実施する公共開発事業に係る文化財の保

護について、従前より関係部局と事前協議を重ね、

調整を図ってきたところである。

妻沼西部工業団地造成に係る埋蔵文化財の所在及

び取扱いについて、屎企業局土地造成課長（当時）

から文化財保護課長（当時）あて照会があったため、

文化財保護課（当時）では、平成9年2月3日から

同7日にかけて約54haを対象に試掘による確認調

査を実施した。

確認調査の結果、事業地内に飯塚北遺跡（遺跡No.

61 -042)及び飯塚古墳群（遺跡No.61 -081)の所

在が確認されたため、文化財保護課長からはその所

在に加えて、取り扱いとして、「埋蔵文化財につい

ては現状で保存することが望ましいが、やむを得ず

現状を変更する場合には、事前に記録保存のための

発掘調査を実施すること」、「発掘調査の実施につい

ては文化財保護課と協議すること」を回答した。

これを受けて、県企業局土地造成課（当時）と文

化財保護課（当時）は、「現状保存が望ましい」と

そ いて一

埼玉県埋蔵文化財調査事業団が実施することになっ

た。

文化財保護法第57条の3第1項（現第94条）の

規定による埼玉屎知事からの発掘の通知は平成9年

4月1日付け企局土第 13号で提出され、それに対

する埼玉県教育委員会教育長からの勧告は、平成9

年4月25日付け教文第3-63号及び教文第3-64

号で行った。

発掘調査は、財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業

団により平成9~11年度に実施された。なお、飯

塚古墳群については、造成計画の一部変更により平

成15年度にも発掘調査が行われた。

文化財保護法第57条第 1項（現第92条）の規定

による財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団理事長

からの発掘調査の届出に対する埼玉県教育委員会教

育長からの指示通知については以下のとおりである。

〔平成9年度〕

飯塚北遺跡

平成9年4月25日付け教文第2-7号

飯塚古墳群

平成9年4月25日付け教文第2-8号

〔平成10年度〕

飯塚北遺跡

平成10年4月24日付け教文第2-3号

飯塚古墳群

平成10年4月24日付け教文第2-2号

〔平成11年度〕
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2 発掘調査・報告書作成の経過
発掘調査

発掘調査は、飯塚北遺跡では平成9年4月1日か

ら平成11年3月31日までと平成 11年4月 1日か

ら平成11年8月31日まで、中断を挟んで調査を実

施した。調査面積は 10,000団で、下面の調査が

3,500 rrl増加した。飯塚古墳群は平成9年4月1日

から平成9年9月30日までと平成10年4月1日か

ら平成10年9月30日まで、更に平成15年11月4

日から平成15年12月26日の3度に亘って4,700 rrl 

の調査を行った。

平成9年度は4月から事務手続きなどの準備を行

い、同時に事務所としてプレハブの設置、器材運搬

等の発掘準備と重機による表土除去作業を行った。

飯塚北遺跡では表土除去終了後、備前渠に沿った

東西外周道路予定地と、そこから北へ延びる南北外

周道路及び緑地帯を挟んだ北側の造成予定地一部の

遺構確認を行い遺構糖査に着手した。遺構ごとに精

査し、遺構内の土層堆積状態の観察と実測をし、遺

物出土状況・遺構全体の実測・写真撮影の記録保存

を行った。調査の結果、平安時代の竪穴住居跡・掘

立柱建物跡・木棺墓・土坑や中世の井戸・火葬跡・

掘立柱建物跡・溝跡等が検出された。調査の段階で、

遺構の床面や壁面から他の遺構が確認され、平安時

代の遺構が2層に別れることが明らかとなった。

遺構が2層に分かれることから、東西外周道路と

南北外周道路計画地の一部については上層面調査終

了後空中写真撮影を行った。再度掘削を行い、下面

71 
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円筒埴輪が大量に検出された。その他に、土坑•井

戸跡・溝跡が検出された。

平成10年度は4月から事務手続きを行い、飯塚

北遺跡は昨年度からの継続調査を行った。東西外周

道路予定地と南北外周道路予定地の確認調査を終了

した部分から遺構の精査を行った。また、外周道路

予定地の下面調査終了後緑地帯北側の調査に着手し

上面の調査終了後掘削を行い、下面の調査を行った。

調査の結果、弥生時代中期の遺物包含層と再葬墓、

奈良•平安時代の堅穴住居跡・掘立柱建物跡・土坑・

溝跡•井戸跡・火葬土坑．柵列、中世の土坑・溝跡・

井戸跡・火葬土坑が検出された。

飯塚古墳群は、昨年度調査の北側の南北道路予定

地の調査を4月から 9月に行った。表土除去後に遺

構精査の結果、 7基の円墳跡と 2基の方培跡の他に、

土坑•井戸跡・溝跡が検出された。昨年度調査され

た第10号墳の横穴石室の調査は渇水期の年度当初

に行われた。

平成11年度は飯塚北遺跡のみで4月から、事務

手続きなどを行い、昨年度掘削した下面の遺構確認

をし、遣構精査を行った。同じように遺構ごとに精

査・記録を行った。調査の結果、弥生時代の再葬墓、

平安時代の竪穴住居跡・掘立柱建物跡・土坑•井戸

が検出された。 8月は遺構清掃後、空中写真撮影を

行った。発掘器材•発掘事務所の撤収と埋め戻し作

業を行った。
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整理・報告書作成

整理・報告書作成は、平成12年4月10日から平

成13年3月23日、平成13年11月1日から平成14

年3月22日、平成14年4月8日から平成 14年8

月31日、平成15年4月8日から平成15年8月31日、

平成 16年4月8日から平成17年3月24日、平成

17年4月8日から平成18年3月24日までの6年に

亘り断続的に実施した。

平成12年度は備前渠に沿った東西外周道路と西

端の南北の外周道路部分の整理作業を行った。 4月

から遺物の水洗・註記および接合・復元を行い、終

了したものから順次実測作業を行った。遺構図の図

面整理は、遺構ごとに平面図・断面図・遺物出土状

態の図を編集する作業から行った。編集したものは

第2原図として説明文を組み合わせた版下を作成し

た。データ絹集としては第二原図作成終了後、遺構

計測データー処理を行い、計測表等の作成をし、ま

た遺構ごとに土層注記の入力を行った。

平成13年度は、昨年度の整理範囲の東側、緑地

帯に接した北側部分の整理作業を行った。昨年度と

同様に遺構ごとに、遺物の水洗・註記および接合・

復元、遺物実測作業を行った。遺構図は編集を行い、

第2原図を作成し、スキャナーでパソコン内に取り

込み遺構図のトレースを行った。遺構図にはパソコ

ン内で諸記号・数字・スケール・土層説明等の貼り

こみを行い完成させた。データ編集は土層注記の入

力を行った。

平成14年度は、昨年度整理範囲の北側部分を昨

年と同様に整理作業を行った。

平成15年度は、平成13年度に行った範囲の下面

を と

16 

物写真とともにトリミング等を行った。

平成17年度は、飯塚古墳群の整理作業を行った。

遺物の水洗い後注記をし、土器・埴輪の接合を行っ

た。接合後遣構ごとに遺物の実測を行った。甕・埴

輪などの大型品は3スペースを使用し素図を作成し、

それを基に実測図を作成した。昨年度までに整理し

た飯塚北遺跡の住居跡の一部と土坑•井戸跡・溝跡

等他の遺構と飯塚古墳群の出土遺物は遺物観察表作

成のデータ処理を行い、遺物観察表を作成した。遺

物で図示し切れない部分等は拓影を採り、実測図を

製図ペンで墨入れしたものと組み合わせて版組し、

番号・スケールなどの貼り込みをして、遺物図版を

作成した。また、復元した遺物は 1点ごとに写真撮

影を行った。

古墳群の遺構図は編集を行い、第2原図を作成し、

スキャナーでスキャンニングしてパソコン内に取り

込み遺構図のトレースを行った。遺構図にはパソコ

ン内で諸記号・数字・スケール・土層説明等の貼り

こみを行い完成させた。データ編集は土層注記の入

力を行った。

飯塚北遺跡の土坑•井戸跡・溝跡等他の遺構図は、

校正をし再編集を行った。

飯塚北遣跡・飯塚古埴群の写真図版は、調査時に

疇した写真を選択し、遺物写真とともにトリミン

グ等を行った。

原稿執筆終了後、原稿・遺構図・遺物図・遺物観

察表と写真を用い報告書の割付を行った。更に、遺

構図は印刷できるようにデータ処理をした。

報告書印刷用原稿等の入稿後3回の校正を経て、

3月下旬に報告書を刊行した。

夕

ま

し
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発掘調査・整理・報告書刊行の組織

主体者財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

発掘調査（平成9~11• 15年度）

平成9年度

理事長

副理事長

専務理事

常務理事兼管理部長

管理部

庶務課長

主査

任

任

専門調査員兼経理課長

主 任

主任

任

主

主

主

主

主

主

主

主

調査部

理事兼調査部長

調査部副部長

調査第四課長

主 査

査

員

員

員

員

員

任

任

任

任

調

田

沢

滝

塚

野

依

西

長

腰

関

江

福

菊

山

細

書

岩

大

調

調

調

調

査

平成10年度

査

査

査

査

荒

富

塩

稲

井

田真

野

葉

田

田

池

梅沢

今泉

鈴木

利根川

川島

本

田

上

田

谷

文

透

行

子
智

信

美

雄

栄

和

昭

冗

明

宏

桂

也

博

夫

美

美

久

主

主

主

主

主

主

調査部

任

任

任

平成11年度

理事長

副理事長

常務理事兼管理部長

管理副部長兼経理課長

管理部庶務課

庶務課長

主査

主任

主任

管理部経理課

主 任

任

任

江

福

菊

荒

飯

広

関

金

田

江

長

福

腰

菊

田

田

池

田

木

井

塚

木

野

子

中

田

滝

田

塚

池

和

昭

谷井

水村孝

鈴木秀

細田

川島

岩瀬

吉

末 啓

美

美

久

彪

行

雄

勝

健

譲

稔

介

調査部

調査部長

調査部湖部長

調査第四課長

統括調査員

統括調査員

主任調査員

主任調査員

任調査員

太久夫

泰之

秀

章

雄

彦

健

禎

勝

博

広

治

桂

誠一郎

卓

栄

隆

二

美

子

智

裕

和

美

昭

雄

美

二

久

1 1 T 
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主

主

主

平成15年度

理事長

副理事長

常務理事兼管理部長

管理部

管理部副部長

主 席

任

任

任

任

任

主

主

桐川

飯塚

中村

村

田

江

長

椙

腰

菊

調査部

調査部長 宮

調査部副部長 坂

主席調査員（調査第 1担当）昼

統括調査員 西

主任調査員 中

整理事業（平成12~17年度）

平成12年度

理事長

副理事長

常務理事兼管理部長

管理部

管理副部長

主席（庶務担当）

席（施設担当）

任

席（経理担当）

主

主

主

中

飯

広

田

中

田

滝

田

塚

池

崎

野

閻

井

山

野

塚

木

田

田

卓雄

誠一郎

英樹

健二

由夫

和美

美智子

昭美

雄二

久

朝

和

孝

幸

浩

郎

卓

健

誠

和

野

部

中

池

栄

正

廣

雄

信

志

雄

彦

浩

幸

久

美

平成13年度

理事長

副理事長

常務理事兼管理部長

管理部

管

主

主

主

主

主

主

主

主

調査部

調査

理 幹

任

任

任

任

任

主

調査部

調査部長 高

調査部副部長 坂

主席調査員（資料整理担当）磁

統括調査員 細

平成14年度

理事長

副理事長

常務理事兼管理部長

管理部

管

主

理

部

中野

飯塚

大舘

持

菊

江

長

福

腰

持

江

長

福

腰

菊

幹

任

任

任

任

任
関

阿

野

菊

江

長

田

池

田

滝

田

塚

橋

野

崎

田

桐川

飯塚

大舘

高

田

田

滝

田

塚

池

橋

郎

健

健

誠

紀 男

久

和美

美智子

昭美

雄二

和

夫

信

一

勝

卓雄

誠一郎

健

紀男

和美

美智子

昭美

雄二

久

夫

田
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主

主

主

主

主

平成15年度

理事長

副理事長

常務理事兼管理部長

管理部

管理部副部長

主 席

任

任

任

任

任

調査部

調査部長

調査部副部長

主席調査員

統括調査員

平成16年度

理事長

副理事長

常務理事兼管理部長

管理部

管理部副部長

主 席

主任

任

任

事

事

主

主

主

主

桐川

飯塚

中村

村

田

江

長

福

腰

菊

宮

坂

金

細

村

田

中

田

滝

田

塚

池

田

田

中

滝

卓雄

誠一郎

英樹

健二

由夫

和美

美智子

昭美

雄二

久

雄

信

行

勝

陽充

誠一郎

英樹

良

主

平成17年度

理事長

副理事長

常務理事兼管理部長

管理部副部長

主 席

主席

任

主

主

主

主

任

任

事

事

調査部

調査部長

調査部副部長

主席調査員

（資料整理第 1担当）

統括調査員

陽充

誠一郎

清光

健二

義和

英

美智子

(8月まで）

昭美

久

健

浩子

(8月から）

塚

永

田

橋

井

滝

福

飯

保

村

高

宮

長

田

福田

菊池

海老名

岩上

今

坂

磯

山

泰

和

泉

野

崎

崎朝

野和

子直

福田

飯塚

中村

田

長

福田

菊池

海老名

石原

之

伯

本 禎

二

夫

子

美

久

健

子

智

健

由

美

昭
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II 遺跡の立地と蠣境

埼玉県北部の群馬県との境となる利根川右岸の周

辺部一帯は、利根川及び利根川の支流によって形成

された自然堤防とその後背地からなる低地帯で、妻

沼低地と呼称されている。旧妻沼町域は、西から東

に向かい高さを減じながら傾斜している。地形的に

は、福川と奈良川との間に形成された南側の微高地、

芝川と福川の間の中部微裔地、芝川と利根川の間に

形成された北側の台地に大別できる。

飯塚北遣跡は、熊谷市（旧妻沼町）大字永井太田

1, 531番地他に所在し、飯塚古墳群は飯塚北遺跡の

東側にあり、利根川の南方約2kmの微高地上に位置

する。この微高地はかつての利根川の支流によって

形成された自然堤防で、標高29.4~30.8mを測り、

南から北東方向に緩やかに傾斜している。

旧石器から縄文時代の遺跡は極めて少ないが、縄

文時代に入ると櫛引台地上と妻沼低地にも遺跡がみ

られる。妻沼低地の寺東遺跡では、前期関山式土器

が検出され、櫛引台地上の三ヶ尻遺跡群内では前期

黒浜期の集落と中期から後半の集落が検出されてい

る。中期末葉から後期になると櫛引台地上の深谷町

遺跡や妻沼低地の本郷前東遺跡・原遺跡・上敷免遺

跡・前遺跡・諏訪木遺跡・寺東遺跡・石田遺跡など

がある。縄文晩期になると妻沼低地では前述のこれ

らの遺跡を継承した位置に集落が営まれる。諏訪木

遺跡では、後期から晩期の遺構や包含層が検出され

ている。このように縄文時代後期から自然堤防上へ

生活の拠点を展閲していった状況が窺える。

弥生時代に入ると縄文時代の遺跡立地を踏襲する

形で自然堤防上の遺跡が多くなる。新荒川扇状地末

端湧水地と妻沼低地末端地が錯綜する低地帯の北島

遺跡では前期末の土堀が検出され、後期にかけて遺

構が検出された。中期には、妻沼低地の飯塚北遺跡・

ど心・:・・

虞
盃：：ご：名：：
終：呂：名：寄：：

：一三三'・外秩父山地
翌ツ ・迅姿：姿裟：：寄：名：名：：・

汝：；云・；凸器
冷裟：翠L
ヽ
、瓦唸：：否：一

迄·;·二·;•ン•

加須低地

翌 口冒 □口
山地凹地丘陵台地低地

゜
20km 

第1図埼玉県の地形
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第2図周辺の遺跡
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1飯塚北遺跡

2飯塚遺跡

3飯塚南遺跡

4横間栗遺跡

5道ヶ谷戸条里

6上江袋遺跡

7弥藤吾新田遺跡

8妻沼小学校内遺跡

9鵜森・入胎遺跡

10長安寺北遺跡

ll森下遺跡

12上敷免遺跡

13本郷前東遺跡

14新屋敷東遺跡

15明戸東遺跡

16宮ヶ谷戸遺跡

17東川端遺跡

18砂田遺跡

19柳町遺跡

20城北遺跡

21居立遺跡

22原遺跡

23清水上遺跡

24根絡遺跡

25幡羅遺跡

26西別府廃寺

27西別府祭祀遺跡

28別府条里遺跡

29一本木遺跡

30前遺跡

31籠原裏遺跡

32三ヶ尻上古遺跡

33北島遺跡

34田谷遺跡

35深谷町遺跡

36池上遺跡

37諏訪木遺跡

38小敷田遺跡

A横塚山古墳

B摩多利神社古墳

C飯塚古墳群

D妻沼No.6古墳

E妻沼No.12古墳

F王子古墳

G 西城古墳

H 妻沼No.19古墳

I上増田古填群

J別府古墳群

k三ヶ尻古墳群

L中条古墳群

M肥塚古填群



飯塚遺跡・飯塚南遺跡・横間栗遺跡•宮ヶ谷戸遺跡・

明戸東遺跡・上敷免遺跡、低地帯の池上遺跡・小敷

田遺跡・北島遺跡、荒川扇状地の扇端部に位置する

平戸遺跡、荒川左岸の段丘上の舌状台地の先端に位

置する三ヶ尻上古遺跡、妻沼低地を望む櫛引台地の

舌状台地端部に位置する用土平遺跡、櫛引台地の西

北端に位置する四十坂遺跡などがあげられる。飯塚

遺跡・三ヶ尻上古遺跡では土墟墓、飯塚南遺跡では、

竪穴住居跡・埋設土器が検出された。飯塚北遺跡で

は再葬墓・土横・遺物集中区、横間栗遺跡では、再

葬墓・土塘が検出された。上敷免遺跡からは、再葬

墓が検出され、用上平遺跡では、竪穴住居が検出さ

れている。後期には熊谷市東沢遺跡、行田市池森遺

跡・小敷田遺跡・明戸東遺跡から吉ヶ谷式土器が出

土している他、弥藤吾新田遺跡では、南関東系の弥

生町式土器が出土している。

古墳時代には、古墳・集落ともに台地ばかりでな

く低地部の自然堤防上の微高地に進出する領向が窺

える。前期には、起会遺跡・森下遺跡・本郷前東遺

跡・明戸東遺跡・宮ヶ谷戸遺跡・東川端遺跡・清水

上遺跡・根絡遣跡・横閻栗遺跡・東別府条里遺跡・

弥藤吾新田遺跡、鵜森遺跡、上江袋遺跡・一本木前

遺跡があげられる。

集落が大規模に展開するのは和泉式土器後半の段

階からで、原遺跡・東川婚遺跡・新屋敷東遺跡・本

郷前東遺跡・上敷免遣跡・砂田遣跡・居立遣跡・城

北遺跡・柳町遺跡・妻沼小学校内遺跡・鵜森入胎遺

跡・飯塚南遺跡・道ヶ谷戸遺跡・弥藤吾遺跡・北島

遺跡・小敷田遺跡・一本木前遺跡などがある。

なると、

し、周囲には諏訪木遺跡などがあり平安時代にかけ

て水辺祭祀が行われている。

古墳は中期後半、 B種横刷毛の朝顔形円筒埴輪を

もつ前方後円墳の横塚山古墳を緒源とし、円墳の摩

多利神社古墳、飯塚古墳群の他に上江袋遺跡・入胎

遺跡・上増田古墳群・中条古墳群が出現する。櫛引

台地縁辺部の三ヶ尻古墳群は埴輪を有するものと有

しない古墳があり、やねや塚古墳からは全周する円

筒埴輪列のほか形象埴輪が検出されている。また、

肥塚古墳群では川原石乱石積みと角閃石安山岩切組

積みの2種類の胴張り横穴式石室が確認されている。

古代に入ると規模の拡大と官荷関連施設を想定さ

せる特定集落が発見されている。幡羅遺跡では総柱

の倉庫群が発見され幡羅郡徊の正倉域と考えられ、

西別府廃寺は幡羅郡の郡寺と想定されている。西別

府祭祀遺跡は県内でもほとんど類例のない遺跡で、

奈良時代を中心とした古墳時代後期から平安時代ま

での水辺の祭祀遺跡である。これらとともに一本木

遺跡を含めた別府条里や北島遺跡・諏訪木遺跡を中

心とした中条条里が展開している。また、小敷田遺

跡では7世紀末から 8世紀初頭にかかる出挙木簡が

出土した他、池上遺跡では9世紀代の企画性のある

掘立柱建物跡群が検出されている。諏訪木遺跡では

区画［生のある集落と大型掘立柱建物跡が発見され特

殊な様相を示している。

集落は、古墳時代後期に自然堤防上の微高地に形

成された多くが奈良•平安時代へと継続されていく。

新屋敷東遺跡・明戸東遺跡は、竪穴住居跡を主体に

掘立柱建物跡とともに構成された集落である。他に

いる

甘さ

と ら
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m 遺跡の概要
飯塚北遺跡と飯塚古墳群は、妻沼低地内の自然堤

防上に立地し、利根川が東流から南東流する変換点

付近の南約2kmに位置する。両遺跡の北側は低地で、

低地が両遺跡間に入り込み両遺跡を画する。

飯塚北遺跡は北東部が低地に面し、西から南西部

にかけての自然堤防の僅かな高まりに形成された。

今回の調査区部分は遺跡範囲の東限にあたる。

遺跡は、弥生時代中期と奈良•平安時代から中世

に亘る遺跡である。文化層は2面確認され弥生時代

と奈良•平安時代以降とに分かれ、平安時代の住居

跡も上下2面で検出されたものもあった。利根川の

氾濫などで埋没した後に再び集落が構築されたと推

定される。

遺構は調査区北西部と南東部以外は重複して検出

され、調査区中央西部は特に遺構の重複が激しい。

調査区外への集落は南西へと拡がっていくと推定さ

れる。

弥生時代で検出された遺構は、中期の再葬簗・土

壊の他、縄文時代の石器も一部含む弥生時代の土器

集中区が検出された。再葬墓・土坑から壺・甕が出

土した。

土器集中区は、遺構として確認されたものではな

く、縄文土器・弥生土器や石器が纏まって出土して

いる状態で、 5箇所が確認された。遣構以外からも

土器や石器類が出土した。

奈良時代で検出された遺構は、竪穴住居跡・掘立

柱建物跡・土坑があり、平安時代では竪穴住居跡・

ら出土した。また、第120号住居跡からは、鮫具と

帯具や石製の丸柄などの帯飾が一式出土している。

飯塚古墳群は、飯塚北遺跡のすぐ東側に位置し、

西側と北側が低地となっている自然堤防上に形成さ

れた。円埴跡を主体として構築され、方墳跡も検出

されたが、墳丘は多くが削平され主体部が検出され

た古墳はすくなかった。一部には地盤の沈降により

埋没したような状態の古墳もあった。

2基の円墳から、円筒埴輪が出土した。墳丘裾部

から周溝へ転げ落ちた状態で出土した古墳と周溝の

一部に集中して出土した古墳があった。

また、 5基古墳から主体部を検出した。横穴式石

室が4基と土坑l基である。横穴式石室は、閃石安

山岩製で胴張りを呈し、転石の上面を削って石が積

まれ石室内面も一部削っている。 2基は根石一部の

遺存、根石と壁 l段と棺床面が遺存していたもの、

玄室の壁は石積みが7段ほど遺存していた。

の る。

こり

している。

の ものが6
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IV飯塚北遺跡

1 遺跡の概要

飯塚北遺跡は、妻沼低地内の自然堤防上に立地し、

利根川が東流から南東流する変換点付近の南約2km

に位置する。遺跡の北側は低地で、西から南西部が

自然堤防の僅かな高まりがみられる。調査区部分は

遺跡範囲の東限にあたり、北東側は低地となってい

る。

遺跡は、弥生時代中期と奈良•平安時代から中世

に亘る遣跡である。文化層は2面確認され弥生時代

と奈良•平安時代以降とに分かれ、平安時代の住居

跡も上下2面で検出されたものもあった。利根川の

氾濫などで埋没した後に再び集落が構築されたと推

定される。

遺構は調査区北西部と南東部以外は重複して検出

され、調査区中央西部は特に遺構の重複が激しい。

調査区外への集落は南西へと拡がっていくと推定さ

れる。

縄文時代は、土坑からの土器片が若干出土したの

みであるが、遺構に伴うものではなく土坑内に混入

したものである。遺構以外からは土器・石鏃や打製

石斧が出土している。

弥生時代で検出された遺構は、中期の再葬墓5基・

土墟6甚の他、縄文時代の石器も一部合む弥生時代

の土器集中区が5箇所検出された。 5基の再葬募か

ら壺が出土し、 2基の土坑からは、壺・甕が出土し

ている。 6基の土坑墓からは炭化物のほか骨片・骨

iさ いる。

土器や石器類が出土した。

古墳時代の土器は数点出土しているが、遺構は確

認されていない。

また、奈良時代の竪穴住居跡43斬、掘立柱建物

跡5棟、平安時代の竪穴住居跡262軒、掘立柱建物

跡34棟であった。その他の遺構は、土坑979基、

井戸跡41基、木棺墓l基、土坑墓5基、火葬土坑

14基溝l()()条、性格不明遺構l某であった。土坑・

井戸跡・木棺墓・溝跡はほとんどが住居跡を切って

構築されており、平安時代以降のものがほとんどで

ある。

奈良•平安時代の住居跡からは、土師器・須恵器

の他に、灰釉陶器・緑釉陶器も出土している。須恵

器で注目されるものは、破片ではあるが円面硯のな

かの圏足硯に分類されるものが6軒の住居跡から出

土した。また、第120号住居跡からは、鮫具と帯金

具や石製の丸輌などの帯飾が一式出土している。

土坑は979韮検出され、奈良時代1基、平安時代

208基、中世5基であるが、他の多くは時期不明で

ある。土師器・須恵器だけでなく灰釉陶器・緑釉陶

器も出土し、第75号土坑では灰釉陶器・緑釉陶器

がまとまって出土した。その他、北宋銭を備蓄した

土坑や土錘が大量に出土した土坑などがある。

揺募からは大量の鉄釘と鉄製品が出土し、灰釉

陶器なども共伴していた。

100 
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2 遺構と遺物
(1)住居跡

調査当初で第1号住居跡から第331号住居跡まで

番号を付したが、連続せずに欠番となっているもの

がある。調査段階で、住居跡でなかったものや他の

遺構と判断し他遺構の番号が付されたが住居跡であ

ったものなどがある。住居跡番号は第333号住居跡

まであるが、総数は305軒である。軒数が多いこと

から番号を付け直すことは混乱を生じるため、調査

時の住居跡番号のまま、または他遺構から住居跡に

変更したものには新住居跡番号を付している。本報

告では前報告書で掲載できなかった42軒の住居跡

について報告する。

...__, I 

o・ I 

--同

SJ 264 □SJ2 
' 7 

◎ ① 

ヒC) ‘8 

c ＼ 

第278号住居跡（第4• 5図）

L • M-18 • 19グリッドに位置する。第264号

住居跡・第467号土坑と重複し、北半部と東壁の一

部が切られ、当住居跡が最も古い。規模は、主軸長

東西3.81 m、西壁で南北4.80m、深さ 18cm程を

測る。平面形は、長方形を呈する。主軸方位は、 N

-88°-Eを指す。

カマドは、東壁やや南寄りに設けられている。燃

焼部は、 94cmx53cm、深さ 13cmを測り、煙道部は

長さ 58cmが確認できた。

遺物は、土師器坪・甕・台付甕、須恵器坪、灰釉

<i捻冒 0 • | 

11 一目' I冒言
尽

引
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第5図第278号住居跡出土遺物

第 278号住居跡出土遺物観察表（第5図）
番号 器種 口径 器局 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置 備 考

1 土師坪 (13. 0) 3. 7 (6. 2) ABFJ 普通 にぶい橙 15 覆土
2 土師坪 (13. 0) 4.2 (6. 6) BFJ 普通 にぶい橙 30 覆土
3 土師坪 (14. 0) 4.0 (6. 0) ABFJ 普通 橙 40 覆土
4 須恵坪 (14. 0) 4.4 5.0 ACJK 良好 灰 40 カマド 底部回転糸切り
5 灰釉高台塊 (8.0) AG  良好 灰 10 覆土 高台内ヘラ削り施釉内外面ハケヌリー筆

浜北産

6 土師甕 (13. 0) ABFJ 普通 褐 25 覆土
7 土師台付甕 (10. 4) BFJ 普通 にぶい赤褐 30 床直 台部欠損

8 土錘 長さ（3.2) 径0.8 孔径0.35 普通 褐灰 95 覆土

陶器高台付碗、土錘が出土した。

第279号住居跡（第6図）

L • M-19グリッドに位置する。カマドのみの

検出で主軸方位は、 N-73°-Eを指す。

カマドは、東壁に設けられていたと推定される。

燃焼部は、 45cmX 55 cm、深さ 8cmを測る。

第280号住居跡（第7図）

K-14グリッドに位置し、下層で検出された。

第182• 281号住居跡と重複し、両住居跡に切られ、

当住居跡が最も古い。規模は、主軸長雨壁で東西

1.06mが確認でき、西壁で南北4.15mが確認でき、

深さ 8cm程を測る。主軸方位は東カマドとすると、

N-87°-Eを指す。

遺物は、土師坪が出土した。

第281号住居跡（第8・9図）

J • K-14、J-15グリッドに位置し、下層で

検出された。第280号住居跡と重複して切って、当

住居跡のほうが新しい。規模は、主軸長東西3.16m、

、 <I

1 暗灰褐色土灰色粘土主体焼土粒微鼠（貼り床）
2 暗褐色土 焼土粒微董
3 暗赤褐色土焼土層
4 黒褐色土 焼土粒少量灰含む（カマド掘り方）

＜ ． ゜
2,m 
I:., 

第6図第279号住居跡
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第7図 第280号住居跡・出土遺物

第280号住居跡出土遺物観察表（第7図）

番号I門師界 Iょ悶I器53呵窯嘉I閃C言Iごは1色橙調 1:ダ|出孟笠置 1黒色土器内霊．底部一；らき

ー一4 → l 

＜ ． 

c

〇

＜ • 

B 29. 90 B, ・- -・ 

冒

1 黄褐色土 白色粒・焼土粒・炭化物・黄褐色土粒多量
2 黄褐色土 白色粒・炭化物少盤黄褐色土粒多盤
3 明黄褐色土 白色粒・焼土粒少量炭化物微呈
4 灰黄褐色土灰白色土主体焼土粒・焼土ブロック少最

炭化物多呈
5 褐色土 焼土粒・焼土ブロック・灰白色土多蘊

炭化物少董
6 暗黄褐色土 白色粒少盤焼土粒・炭化物多量
7 褐色土 焼土ブロック多量炭化物微呈

灰白色土粒少量（カマド天井崩楽土）
8 黄褐色士 焼士プロック・炭化物微呈（カマド掘り方）

゜
2m 
＇ 1 : 60 

第8図第281号住居跡
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第9図第281号住居跡出土遺物

第281号住居跡出土遺物観察表（第9閲）
番号 器種 口径 器晶 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置 備 考

1 土師坪 (12. 2) 3.0 BJ 普通 橙 45 覆土

2 土師台付甕 (8. 5) AFG 普通 にぶい褐 50 覆土

3 灰釉高台塊 (8. 1) AG 良好 灰白 25 覆土 高台内ヘラ削り 施釉なし転用硯内面朱痕

4 鉄製刀子 長さ［］2.3] cm刃幅0.7~I. 4cm背幅0.2~0.35cm 覆土 両関

5 鉄製刀子 長さ [8.l] cm刃幅1.0cm背幅0.25cm 覆土 残存部刃先折れ曲がる

6 鉄製接合具 長さ [4.0] cm幅0.45xO. 2cm 覆土 釘か

南北3.56m、深さ 17cm程を測る。平面形は、方形

を呈する。主軸方位は、 N-87°-Eを指す。

カマドは、東壁でやや南寄りに設けられている。

燃焼部は、 65cmX50cm、深さ 20cmを測る。

遺物は、土師器坪・台付甕、灰釉陶器高台付塊と

鉄製刀子と鉄釘もしくはそれに類する接合具の基部

～脚部が出土した。

第284号住居跡（第10• 11図）

L-19グリッドに位置する。第306号住居と重

複し、当住居跡の方が古い。規模は、主軸長東西は

南壁で3.01m、南北は東壁で4.30m、深さ 27cm 

程を測る。平面形は、長方形を呈する。主軸方位は、

N-77°-Eを指す。

カマドは、第306号住居跡に切られ、確認できな

軸長東西3.40m、南北4.12m、深さ40cm程を測る。

平面形は、長方形を呈する。主軸方位は、 N-80°

-Eを指す。

貯蔵穴は、南東隅に設けられており、 54cmx 

67cmの長方形で、深さ 27cmを測る。

カマドは、東壁に設けられている。燃焼部は、

62cm x 57cm、深さ 15~26cmを測る。煙道部は、長

さ60cmが確認できた。

遺物は、土師器坪・甕、須恵器高台付塊、土錘と

用途不明の棺金具とみられる鉄製品が出土した。

かった。

遺物は、土師器坪・台付甕が出土した。

第306号住居跡（第10• 12 • 13凶）

L-19グリッドに位置する。第284号住居と重

複し、切っており、当住居跡が新しい。規模は、主

-17-
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第284• 306号住居跡
1 暗褐色土 焼土粒・炭化物少呈黄褐色土

やや多最
2 赤褐色士 焼士層（カマド天井残欠）
3 暗褐色土 焼土粒・焼土ブロック多蘊
4 赤褐色土 焼土プロック主体

（カマド天井崩落土）
5 暗褐色土 焼土粒・炭化物少量粘土やや多量
6 暗灰色土 炭化物微最
7 暗褐色士 焼士粒・炭化物やや多呈

（カマド掘り方）
8 暗褐色土 焼土粒少呈（カマド掘り方）
9 暗褐色土 焼土粒・灰やや多韮（カマド掘り方）
10 暗灰褐色土灰色粘土多呈
11 暗褐色土 炭化物微量
12 暗灰褐色士 （貯蔵穴）
13 暗灰褐色土 黄褐色土粒・黄褐色土プロック少蘊

（貯蔵穴）
14 黒褐色土 灰多量焼土粒やや多量

（貯蔵穴）
15 暗黄褐色土 黄褐色土ブロック多呈（貯蔵穴）
16 暗褐色士 焼士粒・炭化物少呈暗黄褐色士粒

やや多蘊 (SJ284) 
17 暗黄褐色土灰色粘土含む (SJ284) 

s J306カマド
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第11図第284号住居跡出土遺物

第284号住居跡出土遺物観察表（第 11図）
番号 器種 ロ径 器帥 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置 備 考

1 土師坪 (12. 0) 3.9 BJ 普通 橙 25 覆土

2 土師坪 13.2 3.3 ABFJ 普通 にぶい褐 75 覆土

3 土師坪 (13. 0) 3. 1 AGJ 普通 橙 45 覆土

4 土師坪 (14. 0) (2. 8) ABJ 普通 にぶい橙 10 覆土

5 土師坪 (14. 0) 3.0 ABJ 普通 にぶい橙 10 覆土

6 土師台付甕 13.4 17.3 10. 5 ACF 普通 にぶい橙 100 覆土

第306号住居跡出土遺物観察表（第 12• 13図）

番号 器種 口径 器蝕 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置 備 考

1 土師坪 (13. 4) (3. 0) ABJ 普通 にぶい褐 15 カマド やや歪みあり

2 土師坪 (13. 0) 3. 7 (7. 0) ABFJ 普通 にぶい橙 30 掘り方

3 須恵高台碗 6.5 AJK 良好 灰 80 覆土 底部回転糸切り

4 土師甕 (18. 7) AFJ 普通 にぶい橙 20 覆土

5 土師甕 (19. 5) 28. 1 4.8 ACFJ 普通 にぶい橙 70 カマド

6 土師亜 21. 4 27.8 4.2 ABDFJ 普通 にぶい橙 90 カマド

7 土師甕 21. I 29.8 5. I ABFJ 普通 にぶい橙 90 カマド

8 土師甕 19.9 28.2 4.8 ABFJ 普通 明赤褐 80 カマド

9 土師甕 20.8 29. 1 4.5 ABCF 普通 にぶい橙 95 貯蔵穴 口縁部内外面横ナデ

10 土錘 長さ (3.45) 径1.0 孔径0.35 普通 浅黄橙 95 覆土

11 土錘 長さ3.9 径0.7 孔径0.2 普通 浅貨橙 100 覆土

12 不明鉄製品 管状釘長さ [4.l] cm 輪金具径2.5 X2. 1cm 花座金具2.5X2. 1cm 管状釘に輪金具を連結し、管状釘は四弁の花座金

方形金具輻1.2cm 具と方形金具に打ち込まれている。棺金具か
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第13図第306号住居跡出土遺物

第287号住居跡（第14• 15図）

K -13 • 14グリッドに位置し、下層で検出された。

第288号住居跡と軍複し、当住居跡が新しい。規模

は、主軸長東西5.68m、南北4.08m、平面形は、

長方形を呈する。主軸方位は、 N-92°-Eを指す。

カマドは、東壁やや南寄りに設けられている。燃

焼部は、 124cm x 120 cm、深さ 20cmを測る。

遺物は、土師器坪・高台付塊・台付甕・甕、須恵

器坪・高台付碗．瓶底部、灰釉陶器耳皿、緑釉陶器

片と棒状鉄製品と鉄製釘の可能性がある角柱状棒状

品が出土した。

第288号住居跡（第14• 16図）

J • K -13 • 14グリッドに位置し、下層で検出

された。第287号住居と重複し、南半が切られて当

第287号住居跡出土遺物観察表（第15図）
番号 器種 口径 器両 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置 備 考

I 土師坪 12.8 3.9 6.5 ABF 普通 橙 90 覆上 暴書「木」

2 土師坪 (13. 0) 3.8 (6. 6) BFJ 普通 にぶい橙 30 覆土

3 土師坪 (14. 0) 4.5 (6. 6) BJ 普通 にぶい橙 40 覆土 口縁部外面～体部内面横ナデ

4 須恵坪 (5. 8) ACJK 良好 灰 30 カマド

5 須恵坪 (13. 4) 4.3 (6. 2) AFJ 普通 灰白 30 覆上

6 土師高台碗 (6. 6) BFJ 普通 橙 40 覆土 ロクロ土師器

7 須恵高台塊 (9. 0) CF I J 良好 灰黄褐 40 覆土 底部内面一部油煙付着

8 須恵高台碗 6.0 AJ 普通 灰白 70 覆土， 須恵高台碗 6.0 AJ 普通 灰褐 60 覆土 酸化焔焼成

10 須恵高台塊 (6. 4) AJ 普通 黒 40 覆土

11 須恵長頸瓶 9.8 AJ 良好 灰 90 覆上 体部外面下位ヘラ削り

12 灰釉耳皿 3.4 5. I AK  良好 灰白 75 覆土 高台内糸きり 底部内面自然釉

13 緑釉陶器 G 普通 破片 覆土 猿投産

14 土師甕 (21. 7) AFG 良好 灰黄 15 覆土

15 土師甕 (14. 5) AB  良好 灰黄褐 20 覆上

16 土師甕 (9. 9) AB  良好 黒褐 25 覆土

17 土師甕 4.0 AFG 良好 明黄褐 30 カマド 底部一方向ヘラ削り

18 土師台付甍 ABFJ 良好 にぶい橙 30 覆土

19 鉄製丸棒 長さ [14.9] cm 径0.4~I.6cm 覆土 紡錘車軸か

20 鉄製釘 長さ [4.4] cm 幅0.35cm 覆土

-21-
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第287• 288号住居跡
1 褐色土 焼土粒・炭化物少昌黄褐色土多鼠

灰褐色土を層状に含む (SJ 287貼り床）
2 黄褐色土 焼土粒・炭化物・褐色土少量黄褐色土多量（カマド）
3 黒色土 炭化物層黄褐色土ブロック多量（カマド）
4 褐色土 灰層灰褐色土・灰の交層（カマド）
5 明黄褐色士焼士粒．灰．灰褐色士プロック多量炭化物少贔

第 14図第287• 288号住居跡

46m、

る。

ると、 N-

し

6 暗灰黄褐色土 黄褐色土少彙 (SJ 287掘り方埋土）
7 褐灰色士 焼士粒・炭化物少量灰褐色士層状に含む (SJ 288貼り床）
8 暗黄褐色士 黄褐色士ブロック・褐色土ブロック多鼠
9 褐色士 黄褐色士粒・同ブロック少量炭化物粒微量
10 暗褐色土 黄褐色土粒・褐色土粒多・焼土粒微彙（床下土坑）
11 黄褐色土 黄褐色土と褐色土の混土層

ると

92 し::, より

38 

N と
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第 16図第288号住居跡出土遺物

第288号住居跡出土遺物観察表（第 16図）
番号I器種 ロ径 器晶 底径 胎土 焼成 色調 残存出土位置l 備 考

土師坪 (13. 0) 3.9 6.8 BFJ 普通 褐 70 床直

2 I 土師甕 (10. 4) ABF 良好 にぶい赤褐 25 覆土

3 I 土錘 長さ (2.8) 径I.2 孔径0.3 普通 にぶい橙 40 覆土
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1 暗褐灰色土 白色粒少董焼土粒・炭化物微量
2 黒色土 灰層焼土粒・焼土ブロック・灰の混土
3 暗褐色土 焼土粒・焼土ブロック多絋（カマド天井崩落土）
4 暗褐灰色土 （煙道覆土）
5 暗赤褐色土焼土層（煙道下面）
6 暗灰褐色土 （煙道掘り方）
7 暗灰褐色土 白色粒少呈焼土粒・炭化物微量（貼り床）

D 30. 00 D' ・- -・ 

冒
臣迎00 ―同

爪
゜

2m 
＇ 1 : 60 

8 暗灰褐色土 焼土粒・焼土ブロック・炭化物少最
黄褐色士プロック多呈（カマド掘り方）

9 暗灰黄色土灰色粘土含む（煙道掘り方）
10 暗黄灰色土灰色粘土含む（煙道掘り方）
11 暗灰褐色土 白色粒・黄褐色土少輩
12 暗灰褐色土焼土粒少最炭化物微量（貯蔵穴）
13 暗灰褐色土炭化物微最（貯蔵穴）

第17図第290号住居跡
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cm x 58 cm、深さ 20cmを測る。煙道部は、長さ

107cmが確認できた。

遺物は、須恵器高台付碗・甕、灰釉陶器高台付皿・

土師器甕と鉄製刀子の切先に近い刃部破片が出土し

た。
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第18図 第290号住居跡出土遺物

第290号住居跡出土遺物観察表（第18図）
番号 器種 口径 器尚 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置 備 考

1 須恵高台碗 13.6 5.0 7. I ABJ 普通 灰 80 覆土 磨耗著しい

2 須恵高台塊 (13. 6) 5.5 6.2 BJ 普通 灰 40 床直 底部回転糸切り

3 須恵高台塊 (14. 0) 5.3 5.6 ABJ 普通 灰白 50 覆土 底部回転糸切り やや歪みあり

4 灰釉高台皿 6.2 AG  良好 灰白 60 カマド 高台内ヘラ削り 内外面ハケヌリ 浜北産

5 須恵甕 (17. 0) AGJK 普通 灰 10 覆土 体部外面下端～底部回転ヘラ削り

6 土師甕 (22. 0) ACF 良好 橙 30 貯蔵穴

7 土師甕 (4. 7) ABFG 普通 にぶい黄橙 20 覆土

8 土師甕 (3. 9) BF 普通 褐灰 60 覆土， 鉄製刀子 長さ [2.3] cm刃幅0.6~0.8cm背幅0.2cm 刃部 カマド

第291号住居跡（第19• 20図）

M • N-20グリッドに位置する。第296号住居

跡と重複し、当住居跡の方が新しい。規模は、主軸

長東西3.84m、南北3.24m、深さ 38cm程を測る。

平面形は、長方形を呈する。主軸方位は、 N-63°

-Eを指す。

カマドは、東側やや南寄りに設けられている。燃

攣犀、 76cmX63 cm、深さ 12cmを測る。／煙道部は、

長さ 88cmが確認できた。

遺物は、土師器坪・甕、須恵器坪・高台盤、土錘

と用途は不明であるが延板状の鉄製品が出土した。
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1 暗褐色土 白色粒・焼土粒・炭化物少蘊
2 赤褐色士 焼士層（カマド天井残欠）
3 暗褐色土 焼土粒・焼土ブロック多彙
4 暗赤褐色土焼土層 カマド天井崩落土
5 黒褐色土 灰層焼土粒多量
6 暗褐色土 白色粒微巌焼土粒少彙
7 暗褐色土 焼土粒多量灰を多く混入
8 暗褐色士 焼士粒多壷
9 暗褐色土 焼土粒少董（カマド掘り方）

゜
2m 
＇ 1 : 60 

第19図第291号住居跡

第291号住居跡出土遺物観察表（第20図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置 備 考

土師坪 12. 7 3.0 ABG 普通 橙 55 覆土

2 土師坪 12.6 3. I ABF 良好 にぶい橙 90 覆土

3 土師坪 (12. 4) 3.0 ACF 普通 にぶい橙 40 覆土 体部下位内面～底部内面外周横ナデ

4 土師坪 (12. 5) 3.0 CF 良好 にぶい橙 50 覆土 口縁部外面～体部内面横ナデ

5 土師坪 12.9 3.5 ABF 良好 橙 95 覆土

6 須恵坪 12.9 3.4 7.5 ACIJK 普通 にぶい黄橙 95 覆土 やや磨耗する 体部外面下端にヘラ削り及ぶ

7 須恵坪 (8. 4) AH 良好 灰 30 覆土 底部回転ヘラ削り

須恵高盤 AJ 良好 灰 脚部 覆十^

上師甕 (18. 8) B F 

(20. 2) ACF I 橙 20 

師甕 8) A l3 F J 許通

孔径0.3 普通

厚さ0.2~0.25cm 覆十ム
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第20図第291号住居跡出土遺物
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1 暗灰褐色土焼土粒・黄褐色土粒少呈灰色粘土ブロック多量
2 黒色土 灰主体焼土粒少且
3 暗灰色土 灰色粘土主体
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第21図第293号住居跡

-27-



第293号住居跡（第21• 22医）

J • K -18 • 19グリッドに位置する。第292号

住居跡・第 751 号土坑•第 37 • 39号井戸跡と重複し、

いずれの遺構にも切られていことから当住居跡が最

も古い。規模は、確認できた主軸長東西3.84m、

南北3.04m、深さ 8cm程を測る。平面形は、長方

形を呈する。主軸方位は、 N-97°-Eを指す。

カマドは東壁中央に設けられ、第292号住居跡に

ほとんどが切られており、確認できたのは22cmX

26cm、深さ 7cmを測る。

遺物は、土師器甕・須恵器瓶が出土した。

— 三〖

。
I~ 

第22図第293号住居跡出土遺物

第293号住居跡出土遺物観察表（第22図）

番2%]:：日 1］，叫器高I?。:I:1t1ぽ笠Iに塁羹：褐「笠］出：口置 1口縁部油煙ー：付着 考

--ー- l 

s J265 
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1 褐色土 黄褐色土粒多試灰色粘土少試（貼り床）
2 黒褐色士焼士ブロック多最炭化物少星（カマド焚口）
3 暗掲色土 黄掲色土粒．灰色粘土多鼠（カマド掘り方）
4 灰褐色土灰色粘土主体焼土粒・炭化物少量
5 黒褐色土 焼土粒・炭化物・灰少盤

0 2m  
' .'  

1 : 60 

第23図第294号住居跡・出土遺物

第294号住居跡出土遺物観察表（第23図）

番号I:師:I]1月器高匠叫閃B言I符ばI|9ぶ]:I万9|出と竺置 備 考
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第294号住居跡（第23図）

J -18 • 19グリッドに位置する。第265• 277号

住居と重複し、両住居跡に切られていることから当

住居跡が古い。規模は、主軸長東西3.00m、南北

2. 76m、深さ 6cm程を測る。平面形は、方形を呈

する。主軸方位は、 N-93°-Eを指す。

カマドは、東壁に設けられている。燃焼部は、 64

cmx 73 cm、住居跡床面と同じ深さである。

遺物は、土師器甕が出土した。

第296号住居跡（第24• 25図）

M • N-20グリッドに位置する。第291号住居

と重複し、東西に第87号溝が貫通している。住居

跡に切られていることから第291号住居跡より古い。

規模は、主軸長南北3.93m、東西2.98m、深さ 37

cm程を測る。平面形は、長方形を呈する。主軸方位

は、 N-27°-Wを指す。

カマドは、北壁に設けられている。燃焼部は、 90

cmx 68 cm、深さ 13cmを測る。煙道部は、長さ 96cm

＜ ． 

ー

＜ ． 

'̀///////////////////̀ 

1 暗掲色士 白色粒少量焼士粒．
炭化物微量

2 暗赤掲色土焼土ブロック多量：
カマド天井崩落土

3 暗褐色土 1層近似焼土粒少誠
4 黒色士 灰層焼士粒少量
5 暗黄掲色士灰掲色年度少量
6 賠褐色 1 焼［粒多塁炭化物徽塁

灰少址（蝕道掘り方）

60 

図 296 

出上位置

カマ

カマド



が確認できた。

遺物は、土師器甕が出土した。
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第25図第296号住居跡出土遺物

第297号住居跡（第26• 27図）

J -13 • 14グリッドに位置し、下層で検出された。

第31号掘立柱建物跡と重複し切っており、当住居

跡が新しい。規模は、主軸長東西3.56 m、南北

2. 67m、深さ 3cm程を測る。平面形は、長方形を

呈する。主軸方位は、 N-94°-Eを指す。

壁溝は、北壁・南壁の一部にあり、幅10~21cm、

深さ 3~4cmを測る。

カマドは、東壁やや南寄りに設けられている。燃

焼部は、 85cmx 55 cm、深さ 10cm程を測る。

遺物は、土師器坪・甕、須恵器坪・高台付塊が出

土した。

第298号住居跡（第28• 29図）

K-19グリッドに位置する。第308• 309号住居

跡と重複し、北壁は、撹乱により壊されている。両

住居跡を切っており、当住居跡が最も新しい。規模
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1 灰黄褐色土 黄褐色土粒・黄褐色土ブロック多量（貼り床）
2 暗黄褐色土 黄褐色土粒・黄褐色土プロック多量（貼り床）
3 暗黄褐色士 焼士粒・焼士プロック多呈（カマド天井崩落士）
4 暗褐色土 黄褐色土粒多蘊
5 にぶい黄褐色土 2層に近似 焼土粒焼土プロックの混入やや少
6 暗褐色土 焼土粒少量
7 にぶい黄褐色土黄褐色土粒多呈焼土粒微量

B 29. 80 B' 

゜
~m 
1 : 60 

第26図第297号住居跡
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第27図第297号住居跡出土遺物

第297号住居跡出土遺物観察表（第27図）
番号 器種 口径 器蘭 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置 備 考

I 土師坪 (12. 8) AFJ 普通 にぶい橙 30 覆土 墨書土器

2 須恵坪 (11. 3) 3.0 (4. 5) AFK 普通 黒褐 20 床直 土師質

3 須恵高台塊 (17. 0) 7.6 7.4 AFJK 良好 灰 60 床直 やや歪みあり

4 土師甕 (18. 8) AFJ 普通 にぶい褐 15 床直

5 土師甕 3.5 AFJ 普通 灰褐 20 床直

は、主軸長東西3.76m、確認できた南北3.05m、

深さ 16cm程を測る。平面形は、方形を呈するとみ

られる。主軸方位は、 N-93° -Eを指す。

壁構は、南壁と西壁の一部にあり、幅15~20cm、

深さ 10cm程を測る。

カマドは、東壁に設けられている。燃焼部は、 95

cm x 77 cm、深さ 13cm程を測る。煙道部は、長さ

95cmが確認できた。

遺物は、土師器坪・高台付碗・台付甕・甕、須恵

器塊・高台付塊、灰釉陶器高台付碗上錘が出土した。

第301号住居跡（第30• 31図）

L -19 • 20グリッドに位置する。規模は、主軸長

東西3.30m、南北J3. 96 m、深さ 14cm程を測る。

平面形は、台形を呈する。主軸方位は、 N-94° 

-Eを指す。

カマドは、東壁やや北寄りに設けられている。燃

焼部は、 106cmx 53 cm、深さ 10cm程を測る。煙道

部は、長さ 54cmが確認できた。

遺物は、土師器高台付塊・甕、須恵器坪・蓋が出

土した。
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1

2

3

4

5

 

灰掲色土
暗灰色土
暗灰色士
暗褐色土
黒灰色土

焼土粒少呈黄褐色土粒多呈
灰色粘土主体焼土粒少贔黄褐色土粒多贔
焼士ブロック多量
焼土多鼠灰少鼠（カマド天井崩落土）
灰層 焼土粒・黄褐色土ブロック少量

第28図

6 黒褐色土
7 暗褐色士
8 暗灰色士
9 暗褐色土
10 灰褐色土

灰多量黄褐色土ブロック少量
炭化物・黄褐色土粒少畢
焼士粒少量砂質土（煙道掘り方）
焼土粒・炭化物少量 砂質土（カマド掘り方）
焼土粒多量 炭化物少量（カマド掘り方）

第298号住居跡

第298号住居跡出土遺物観察表（第29図）
番号器種口径器高底径胎土

l 土師坪 （IL 9) I (4. 2) I (4. 6) I AF 

2 土師高台塊 14.5 I 5. 7 I 6. 7 I AB F J 

3 須恵碗 （14. O)I I I B F J 

4 須恵碗 (18.0)I I I DJK 

須恵高台碗 6. 7 I A J K 
須恵高台碗（16.6)1 7. 8 I 7. 3 I AB F 
灰釉闘台塊（l丘7)1 4. 6 I 7. 6 I i¥ G 

9
1
0
-
n
 
十錘

7) 

長さ3.5

ABG 

F J 

(5. 0) | A B F 
径0.65 孔怪0.]5 

色調

にぶい橙

橙

出土位置

覆土

覆土

床直

覆十ふ

カマド

カマド

備

底部回転糸切り痕

ロクロ土師器 内外面やや磨耗

体部酸化焔焼成

考

内外面磨耗

内面やや囲耗

高台内糸切り 背釉ツケガケ

底部内匝酸化物付着
り

32 
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第30図 第301号住居跡出土遺物

第301号住居跡出土遺物観察表（第30図）

番号器種口径器高底径胎上

l 須恵坪 5. 8 I AC J K 
2 土師高台碗 (6. 2) I BF J 
3 須恵蓋 15. 5 I 3. 9 I I A F J K 

4 上師甕 (17.9)1 I I AF 

焼成

良好

良好

良好

普通

色調

褐灰

にぶい橙

浅黄

賠褐

残存

60 

80 

100 

20 

出土位置

覆土

カマド

覆土

覆上

備

高台剥離

天井部右回転ヘラ削り

考

-33-



＜ ． 

--J  | 

。</)

B 

一旦‘

＜ • ゜

ニ—三一言

3 • 

．
 

O
L
.
o
c
o
 

第31図第301号住居跡

第302号住居跡（第32• 33閲）

L-19 • 20グリッドに位置する。北壁に沿って、

第 31 号掘立柱建物跡•第 59 号溝と重複し、溝跡·

住居跡・掘立柱建物跡の順に古くなる。規模は、主

軸長東西5.66m、南北4.34m、深さ 18cm程を測る。

平面形は、長方形を呈する。主軸方位は、 N-88°

-Eを指す。

壁溝は、北壁を除いて確認でき、幅 16~22cm、

深さ 11~15cmを測る。

貯蔵穴は、南東隅に設けられており、 96cmx 

70cmの長方）I彦で、深さ 20cmを測り、底面に1り形ピ

P旦 107 5 —-P‘ 

1 暗褐色土 白色粒・焼土粒微量炭化物少量
2 暗褐色土 炭化物微鼠灰色粘土多葦

（貼り床）
3 暗褐色士 白色粒少鼠炭化物微址
4 暗褐色士 焼士粒微量炭化物・

灰色粘土少量
5 灰色土 灰層
6 赤褐色土 焼土ブロック多鼠（火床面）
7 暗褐色士 焼士粒．灰色粘士少鼠

炭化物微鼠
8 暗褐色士 灰色粘士・黄褐色士の混士
9 赤褐色土 焼土ブロック多量（煙道天井部）
10 暗褐色土 焼土粒多量炭化物少量
11 暗褐色土 炭化物・灰色粘土少葦

（カマド掘り方）
12 暗灰色士 白色粒・炭化物少鼠灰色粘土

多量（カマドソデ掘り方）
13 暗灰褐色土焼土粒微量炭化物・

灰色粘土少量（掘り方）
14 暗褐色土 炭化物微鼠灰色粘土・黄褐色土

粒多量（煙道掘り方）

゜
2,m 
l:OO 

第305号住居跡（第34・35・36図）

M-20 • 21グリッドに位置する。第320号住居

跡と重複して切っており、当住居跡が新しい。規模

は、主軸長東西5.35 m、南北3.92m、深さ 38cm

程を測る。平面形は、長方形を呈する。カマドのあ

る北東壁と南東壁に棚状施設がある。主軸方位は、

N-58°-Eを指す。

壁溝はほぼ全周し、幅10~18cm、深さ 2~8cm

を測る。

遺物は、土師器坪・台付甕・甕、須恵器坪・甕・

と
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（カマド掘り方）
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（貯棘穴）
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第33図第302号住居跡出土遺物

第302号住居跡出土遺物観察表（第33図）

唸

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置 備 考

1 土師坪 (12. 8) 3.3 (6. 0) ABJ 普通 褐 20 覆土

2 土師坪 (13. 0) 3.9 (6. 6) ABFJ 普通 にぶい橙 15 覆土

3 土師坪 (13. 0) 3.4 6.0 AFJ 普通 橙 70 カマド貯蔵穴 口縁部内外面横ナデ

4 須恵高台塊 (5. 8) ACJK 良好 黄灰 30 覆土 底部回転糸切り

5 須恵高台塊 13. I 5.0 5.8 AJK 良好 灰 90 覆土 底部回転糸切り

6 須恵高台塊 6.2 ACGK 良好 灰 40 覆土 底部回転糸切り

7 須恵高台碗 (6. 4) AGJ 普通 灰 40 覆土

8 灰釉塊 (14. 7) AGJ 普通 灰白 20 覆土 施釉内外面ハケヌリ 東濃産， 灰釉高台皿 14.2 3.0 6.8 AGJ 良好 灰白 95 壁溝 高台内ヘラ削り 内外面ハケヌリ

内面重ね焼き痕浜北産

10 土師甕 (19. 7) ABFJ 普通 褐 15 貯蔵穴

II 土師甕 (12. 7) ACF 良好 にぶい褐 25 カマド貯蔵穴

12 土師台付甕 (7. 8) ABF 普通 にぶい橙 30 カマド掘り方

-36-



第302号住居跡出土遺物観察表（第33図）

番号 器種 口径I器高I底径I胎上 I焼成 色調 残存 出上位置 備 考

13 羽口 長さ4.4 幅3.9 厚さI.5 覆土

14 羽口 長さ4.4 幅5.7 厚さ3.45 カマド掘り方

15 羽口 長さ5.7 幅6.6 厚さ3.7 覆土

16 土錘 長さ (3.3) 径0.7 孔径0.3 I普通 オリーブ黒 90 覆上
17 鉄製釘 長さ [3.4] cm 幅0.35XO. 4cm 頭部幅2.5cm 覆土 頭部扇状

18 鉄製延板 長さ [4.9] cm 厚さ0.2~0.4cm 覆土 用途不明鋳造品か
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第36図第305号住居跡出土遺物

第305号住居跡出土遺物観察表（第35• 36図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置 備 考

1 土師坪 12.0 3.6 ABG 普通 橙 100 壁溝

2 土師坪 (12. 6) 3. 1 ABJ 普通 橙 50 カマド 口縁部内面一部に油煙

3 土師坪 (12. 6) 3.4 ABJ 普通 にぶい赤褐 40 覆土 口縁部内面一部に油煙

4 土師坪 (13. 0) 2.9 ABFJ 普通 にぶい橙 25 覆土

5 土師坪 11. 6 3.2 FG 普通 にぶい橙 90 床直 暗文土器外面体部に墨書

6 土師坪 (14. 0) 3.2 ABJ 普通 橙 30 カマド 底部内面に油煙付着

7 土師坪 (13. 6) 3.0 ABJ 普通 橙 60 カマド

8 土師坪 15.0 4.0 ABCJ 普通 橙 80 覆土， 土師坪 (12. 7) 2.6 ABF 普通 橙 30 床直

10 須恵坪 12.4 3.6 8.0 AHJ 良好 灰 100 床直 底部回転糸切り

II 須恵坪 12.9 3. 7 7.8 AFHJK 普通 にぶい赤褐 70 床直 底部のみ酸化焔焼成

12 須恵坪 (12. 0) 3. 7 6.2 AJK 良好 灰 60 覆土 底部回転糸切り、周辺回転ヘラ削り

13 須恵坪 (13. 4) 3.9 (8. 0) AJK 良好 灰白 30 覆土 体部外面下端～底部ヘラ削り

14 須恵瓶 9.0 AGJK 良好 オリーブ黒 75 床直 外面自然釉

15 須恵甕 (16. 0) AGJ 普通 灰 20 床直 体部下端外面←方向ヘラ削り

16 土師台付甕 12.9 CFGJ 普通 橙 70 壁溝

17 土師甕 19. 7 16. I 6.5 ACFJ 普通 橙 85 覆土

18 土師台付甕 9.5 AJK 普通 にぶい赤褐 80 壁溝

19 土師甕 (12. 9) ACF 普通 にぶい褐 35 覆土

20 土師甕 5.5 ACF 普通 暗褐 70 覆土

21 土師甕 20.4 30. I 4.9 ACFG 良好 明赤褐 80 覆土

22 土師甕 20.5 29.2 (5. 2) ACFGJ 良好 橙 80 床直

23 土師甕 20.5 29.0 4. 7 AFJ 普通 にぶい橙 100 カマド 胴部中位に円形孔胴部内面に油煙付着

24 鉄製刀子 長さ [4.6] cm 刃幅0.6~I.1cm 背幅0.2cm 覆土

-39-



第307号住居跡（第37図）

K-21グリッドに位置する。第77• 78 • 88溝確

認面より上層で検出されていることから住居跡より

これらの溝は古い。第59号溝．759号土坑と重複し、

第59号溝と土坑に切られていることから当住居跡

が古い。南カマドとすると規模は、確認できた主軸

長南北2.43m、東西3.54m、深さ 10cm程を測る。

主軸方位は、 N-79°-Eを指す。

遺物は、須恵器坪が出土した。

第308号住居跡（第38• 39図）

K-19グリッドに位置する。北側は撹乱されて

いる。第298• 304 • 309号住居跡と重複し、切られ

ていることから当住居跡が最も古い。規模は、南壁

で4.15 m、確認できた西壁で2.19 m、深さ 43cm 

程を測る。南壁を基準にすると主軸方位は、 N-

83°-Eを指す。

遺物は、土師器坪・甕・台付甕、須恵器坪が出土

した。
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第37図第307号住居跡・出土遺物

第307号住居跡出土遺物観察表（第37図）

番号I:恵: I け］悶 I ~3 5叫底径1:¥J土 □闘計岱奸91::I出孟笠置 備 考
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褐色土
暗褐色土
暗褐色土
褐色土
暗褐色士
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o
 

暗褐色土ブロック少量（貼り床）
焼土粒微盤 黄褐色土粒多盤（床下土坑1)
焼土ブロック主体 黄褐色土粒多量（床下土坑3)
焼土粒少呈 黄褐色土粒多呈（床下土坑4)
焼士粒・焼士プロック主体 黄褐色士粒少量（床下士坑4)
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第39図

第308号住居跡出土遺物観察表（第39図）

第308号住居跡出土遺物

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置 備 考

I 土師坪 (I I. 9) ACF 普通 橙 35 覆土 口縁部～体部上位外面横ナデ

2 土師坪 (12. 3) AB 良好 にぶい橙 20 床下土坑4 口縁部外面～底部内面外周横ナデ

3 土師坪 (15. 0) 3.8 ACFJ 普通 橙 45 覆土

4 須恵坪 (13. 4) 3.8 7.0 AGHK 良好 灰 55 床直

5 土師甕 (6. 8) ABF 良好 黒褐 60 床直

6 土師台付甕 ABJ 普通 にぶい黄橙 15 床下土坑4
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第309号住居跡（第40• 41区）

K-19グリッドに位置する。北側は撹乱されて

いる。第298号住居と重複し、住居跡上半が切られ

ていることから当住居跡が古い。規模は、東西

3.35m、確認できた西壁で3.16m、深さ 27cm程を

測る。平面形は、やや台形を呈する。主軸方位は、

N-92°-Eを指す。

遺物は、土師器坪・甕．甑、須恵器蓋が出土した。

第310号住居跡（第42• 43図）

K • L-19グリッドに位置する。第24• 26号掘

立柱建物跡・第 738 号土坑•第 59 号溝と重複し、

当住居跡が最も古い。規模は、主軸長東西4.52m、

南北4.33m、深さ 43cm程を測る。平面形は、方形

を呈する。主軸方位は、 N-87°-Eを指す。

< • 
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冒
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壁溝は全周し、幅 18~35cm、深さ 6~10cmを

測る。

カマドは、東壁に設けられている。燃焼部は、

146 cmが残存していた。

遺物は、上師器坪、須恵器坪が出土した。
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第41図第309号住居跡出土遺物

第309号住居跡出土遺物観察表（第41図）

番号 器種 ロ径 器蘭 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置 備 考

I 土師坪 12. 7 3.0 ABFJ 普通 橙 70 覆土

2 土師坪 (15. 8) 4. I AF 普通 にぶい褐 45 床直

3 須恵蓋 (21. 9) GJK 普通 灰 30 床直

4 土師甕 22.5 30.2 5.5 CFGJ 普通 にぶい黄橙 80 床直

5 土師甕 (19. 9) ABF 良好 橙 40 床直

6 土師甑 20.6 11. 5 4.5 ACF 普通 橙 85 底部孔径2.3cm 焼成前穿孔

こ言ニジ， こロニフ2 しニーノ

こーー一

唸

第42図第310号住居跡出土遺物

第310号住居跡出土遺物観察表（第42図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置

I 土師坪 (14. 4) 3.8 ABFJ 普通 にぶい赤褐 60 覆土

2 土師坪 (13. 0) 3.4 ABJ 普通 橙 25 床直

3 上師坪 (15. 0) 4.2 ABJ 普通 橙 25 壁溝

4 須恵坪 (14. I) 3.5 9. 1 CJK 良好 灰白 80 覆土

備考

底部回転糸切り、周辺ヘラ削り
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1 暗褐色土 白色粒・焼土粒・炭化物・灰色粘土少贔
2 暗褐色士 白色粒微量焼士粒・炭化物・灰色粘士少景

黄褐色土ブロック含む
3 暗褐色土 白色粒・焼土粒・炭化物微量黄褐色土粒少量

灰色粘土ブロック含む
4 暗掲色土 暗褐色土・黄掲色土の混土層
5 暗灰褐色土灰褐色粘土粒多蘊
6 暗灰褐色士 白色粒・炭化物微量
7 暗灰褐色土灰色粘土多最黄褐色土帯状に堆積袖流出土
8 暗褐色土 焼土粒・炭化物少量
9 暗灰褐色土褐色土ブロック多量灰色粘土帯状に堆積
10 暗灰掲色土 焼土ブロック・炭化物・灰色粘土多呈（カマド覆土）
11 灰黄褐色土 白色粒．灰色粘土・黄掲色土少贔 カマド袖構築土
12 灰黄掲色士黄褐色の地山
13 暗褐色土 白色粒・焼土粒少晶炭化物微鼠
14 暗褐色土 暗褐色土・黄褐色土の混土
15 暗赤褐色土焼土ブロック多量
16 暗掲色土 焼土粒・炭化物少量
17 暗赤褐色土焼土ブロック主体に灰含む
18 暗赤褐色士焼士粒・炭化物少量灰含む
19 黒色土 灰層・炭化物主体に焼土粒少鼠灰主体
20 暗褐色土 暗褐色土・黄褐色土の混土（カマド掘り方）
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部は、長さ 105cmが確認できた。

遺物は、土師器坪・高台付碗・台付甕・甕、須恵

器坪・高台付塊、灰釉陶器高台付皿と土錘が出土し

た。

第317号住居跡（第44図）

K-19グリッドに位置する。第38号掘立柱建物

跡・第 793 号土坑•第 59 号溝と重複し、すべてに

切られており最も古い。規模は、南北3.15 m、確
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第45図第311号住居跡出土遺物

第311号住居跡出土遺物観察表（第45図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置 備 考

I 上師坪 (13. 0) 3. 7 6.2 ABFJ 普通 灰褐 40 覆土

2 土師坪 (13. 0) 3.8 6.8 ABFJ 普通 にぶい褐 40 覆土

3 土師高台塊 (15. 0) 6.5 6.4 ABFJ 普通 にぶい橙 40 覆土 体部外面下半ヘラ削り

4 須恵坪 6.0 CFH 普通 にぶい橙 80 覆土 酸化焔焼成 底部内面螺旋状ヘラ痕

5 須恵高台塊 6.5 ABCG 不良 灰白 80 覆土 底部回転糸切り

6 須恵高台碗 7.2 AG  普通 灰 70 覆土

7 灰釉高台皿 (7. 7) G 良好 灰白 30 覆土 高台内糸切り 施釉ハケ塗り

8 土師甕 (IO. 8) AF 普通 黒褐 30 覆土， 土師甕 (21. 2) ABCFJ 普通 浅黄橙 15 覆土

10 土師台付甕 (8. 0) ACF 良好 明橙 40 覆土

II 土錘 長さ3.7 径0.85 孔径0.25 普通 灰白 95 覆土

認できた東西1.30 m、深さ 20cm程を測る。西基準

とすると主軸方位は、 N-0 °-Eを指す。

第313号住居跡（第46• 47閃）

L • M-20 • 21グリッドに位置し、下層で検出

された。第319号住居跡・第770号土坑と重複し、

新旧関係は土坑•第 313 号住居跡・第 319 号住居跡

の順に古くなる。規模は、主軸長東西3.48m、南

北3.36m、深さ 48cm程を測る。平面形は、方形を

呈する。主軸方位は、 N-76°-Eを指す。

カマドは、東壁のやや南寄りに設けられている。

燃焼部は、 112cmx57cm、深さ 10cm程を測る。煙

道部は、長さ 98cmが確認できた。

遺物は、土師器坪・甕、須恵器高台付碗が出土し

た。

第319号住居跡（第46• 48図）

L • M-20 • 21グリッドに位置し、下層で検出

された。第313• 322号住居跡と重複し、南壁が第

313号住居跡に切られている。新旧関係は、第313

号住居跡・第319号住居跡・第322号住居跡の順に

古くなる。規模は、主軸長東西2.96m、南北3.84

m、深さ 34cm程を測る。平面形は、長方形を呈する。

主軸方位は、 N-65°-Eを指す。
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カマドは、東壁に設けられている。燃焼部は、

100 cmX 62 cm、床面と同じ深さである。煙道部は、

長さ 100cmが確認できた。

当住居跡が最も古い。規模は、確認できた主軸長東

西2.34m、南北3.84m、深さ 19cm程を測る。主

軸方位は、 N-65°-Eを指す。

遺物は、須恵器坪・甕、土師器甕と鉄製刀子が出

土した。

第322号住居跡（第46• 49図）

カマドは、東隈に設けられている。燃焼部は、

119 cm x 55 cm、深さ 10cm程を測る。煙道部は、長

さ84cmが確認できた。

L-20、L • M-21グリッドに位置し、下層で

検出された。第313• 319号住居跡と重複している。

遺物は、土師器坪・甕が出土した。

こTロス

＇宅

第 47図第313号住居跡出土遺物

第313号住居跡出土遺物観察表（第47図）

番号I器種 口径 器尚 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置 備 考

須
土師坪 (14. 8) AB 普通 橙 10 覆土

2 恵高台塊 15.6 7.0 9.3 AJK 良好 黄灰 80 覆土 底部回転糸切り

3 土師甕 (19. 0) 28.5 4. 7 ABFG 普通 にぶい褐 70 覆土

第319号住居跡出土遺物観察表（第48図）

番号 器種 ロ径 器蘭 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置 備 考

I 須恵坪 (12. 2) 3.8 6. 7 AJK 良好 黄灰 60 覆土 底部外面周辺ヘラ削りが体部下端とともに削る

2 須恵坪 (12. 0) 3.4 (6. 3) A 良好 灰 25 覆土 体部外面下端右回転ヘラ削り

3 須恵坪 (7. 8) AHJ 良好 灰 20 覆土 底部回転糸切り、周辺回転ヘラ削り

4 土師甕 (13. 9) ABFG 普通 にぶい赤褐 30 カマド

5 土師甕 (16. 7) ABFG 普通 橙 20 カマド

6 土師甕 (20. 7) B 普通 にぶい橙 15 カマド

7 土師甕 (4. 8) AFG 普通 にぶい橙 70 カマド

8 土師甕 (21. 7) ABF 良好 にぶい橙 40 カマド 口縁部内外面横ナデ

9 須恵甕 (16. 0) AFGK 良好 灰 20 カマド

10 鉄製刀子 長さ [12.9] Clll 刃長9.1cm 刃幅1.1~1. 4皿背幅0.2cm 覆土 両関茎を欠く
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第48図第319号住居跡出土遺物

第322号住居跡出土遺物観察表（第49閲）

番号I器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置 I 備 考

土師坪 14.0 3.4 ABJ 良好 橙 100 カマド

2 土師坪 14.0 3. 7 ABJ 普通 にぶい褐 90 床直

3 土師甕 (21. 8) AB 良好 橙 15 カマド

4 土師甕 4.5 ACFGJ 普通 明赤褐 30 覆土
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第314号住居跡（第50• 51図）

N-20 • 21グリッドに位置する。中央部に第87

号溝が東西に貫通している。規模は、主軸長東西

4.12 m、南北3.00m、深さ 26cm程を測る。南東隅

は床面と 5cmほどの段差を持った棚状施設がある。

平面形は、長方形を呈する。主軸方位は、 N-90°

-Eを指す。

貯蔵穴は、南東隅の棚状施設の西に設けられてお

り、 65cmx 60cmの歪んだ方形で、深さ 55cmを測る。

カマドは、東壁やや南寄りに設けられている。燃

焼部は97cm、幅は確認できた 55cm程で、深さ 10

cm程を測る。煙道部は、長さ 67cmが確認できた。

遺物は、土師器坪・高台付碗・台付聾、須恵器高

台付碗と鉄製刀子の刃部が出土した。

第315号住居跡（第52• 53図）

M-21グリッドに位置する。規模は、主軸長東

西3.84m、南北3.00m、深さ 23cm程を測る。平

面形は、長方形を呈する。東壁・北壁側に棚状施設

があり、それを含めた規模は主軸長東西4.22m、

南北3.78mとなる。主軸方位は、 N-65°-Eを指

す。

壁溝は、貯蔵穴部分を除いて全周し、壁溝内に小

ピットが検出された。壁溝は、幅17~30cm、深さ

2~8cmを測る。小ピットの深さは、 10cm程を測る。

貯蔵穴は、南東隅に設けられており、 93cmx 

106cmの不整台形で、深さ 46cmを測る。

カマドは、東壁に設けられている。燃焼部は、 76

cm x 56 cm、深さ 10cm程を測る。煙道部は、長さ

84cmが確認できた。

遺物は、土師器坪・甕、須恵器坪・高台付坑が出土

した。
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1 暗褐色土 白色粒多星焼土粒・黄褐色土少量炭化物微量
2 暗赤褐色土灰混入 （カマド天井崩落土）
3 黒褐色士 灰層焼士粒多鼠
4 暗褐色士 白色粒微蘊炭化物・焼士粒多墓（煙道流入土）
5 暗黄灰色士 白色粒・焼土粒・炭化物微量
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第314号住居跡出土遺物観察表（第51図）

番号 器種 ロ径 器晶 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置 備 考

1 土師坪 (13. 0) 3.9 (6. 6) ABF 普通 橙 30 貯蔵穴

2 土師坪 13.6 4.2 5.3 ABJ 普通 にぶい橙 100 カマド

3 土師高台塊 7.0 AB 普通 褐 80 貯蔵穴 須恵系土師器

4 須恵高台塊 (13. 0) 5.2 6.4 ACJK 普通 灰白 60 貯蔵穴

5 須恵高台塊 (13. 8) 4.8 6.5 ABJ 普通 にぶい黄橙 40 貯蔵穴 底部回転糸切り

6 土師小型甕 (I I. 2) ABF 良好 灰黄褐 45 覆土

7 土師台付甕 ABC 普通 にぶい黄橙 70 カマド

8 鉄製刀子 長さ [3.3] cm 刃幅0.8cm 背幅0.2cm 刃部 覆土
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第 53図第315号住居跡出土遺物

第 315号住居跡出土遺物観察表（第53図）

番号I器種 口径 器局 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置 備 考

須

土師坪 (12. 4) ABG 普通 にぶい褐 70 覆土

2 須恵坪 12. I 3.8 7. 1 AHJ 良好 灰白 95 床直 底部回転糸切り

3 恵高台塊 (14. 8) 5. 7 10. 6 AJK 良好 黄灰 70 覆土 底部全面ヘラ削り

4 土師甕 (22. 7) ABF 良好 橙 15 覆土
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蜃
1 暗褐色土 焼土粒・炭化物微呈灰色粘土少呈
2 暗灰褐色土 焼土粒・炭化物少量灰色粘土帯状に堆積（貼り床）
3 暗赤褐色土焼土粒・炭化物多量灰色粘土帯状に堆積
4 暗褐色土 焼土粒微量炭化物・灰色粘土少量
5 暗灰褐色土焼土粒・炭化物多量灰色粘土少量

第54図第316号住居跡
゜
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第316号住居跡（第54• 55図）

L-20グリッドに位置する。第754• 768 • 780号

土坑、第59• 78号土坑と重複し、北半は第59号溝

に切られ、そのほかの遺構にも切られていることか

ら、住居跡が最も古い。規模は、主軸長東西4.06m、

確認できた南北3.03m、深さ 18cm程を測る。主軸

方位は、 N-82°-Eを指す。

壁溝は、検出した3辺では確認できた。幅20~

25cm、深さ 10~15cmを測る。

カマドは、東壁に設けられている。燃焼部は、 98

cmX 67 cm、深さ 22cmを測る。煙道部は、長さ 31cm

が確認できた。

遺物は、土師器坪・甕が出土した。

`// □------ -<
., 
ocい

第55図第316号住居跡出土遺物

：］：ぎ芸：跡1窄；塁戸':i戸可5詈：：］ぽ：It:::: I::I出／］立： 備 考

第318号住居跡（第56図）

L-20グリッドに位置し、下層で検出された。

カマドのみの検出で、北西側に第78号溝がある。

主軸方位は、 N-29°-Eを指す。

燃焼部は、 67cmx 38 cm、深さ 10cm程を測る。

第320号住居跡（第57• 58図）

M-20グリッドに位置する。第305• 329号住居

跡と重複し、南壁は、第305号住居に切られ、第

329号住居跡の上部を切っている。規模は、主軸長

東西4.90m、南北3.36m、深さ 18cm程を測る。

平面形は、長方形を呈する。主軸方位は、 N-50°

-Eを指す。

カマドは、東壁やや北寄りに設けられている。燃

焼部は、 40cmX55cm、深さ 10cmを測る。J煙道部は、

長さ 60cmが確認できた。

遺物は、土師器坪、須恵器坪が出土した。
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第56図第318号住居跡
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第57図第320号住居跡出土遺物

第320号住居跡出土遺物観察表（第57図）

番2%]::: I]:9「]9I底71ff:I ::; 1円笠I::9; I?:I出：：置 備 考

底部回転糸切り、周辺回転ヘラ削り
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二 三冒
1 暗掲色土 白色粒・黄褐色土少蘊焼土粒微蘊
2 暗掲色士 焼士粒微量黄褐色士多量（埋め戻し）
3 暗赤褐色土 焼土粒・焼土ブロック・暗赤褐色土を含む（カマド天井）
4 暗褐色土 焼土粒・焼土ブロック多量
5 暗赤褐色土焼土層
6 黒色土 灰微量（カマド掘り方） ゜

2,m 
1:8) 

第58図第320号住居跡

• 60 

L • M-20 • 21グリッドに位置し、

さ

-E 

カマドは、東側に設けられてい、…。

である。
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し

m、床さりucm犀を測る。
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1 暗掲色士 白色粒・焼士粒少蘊炭化物微誠
2 暗灰褐色土 焼土粒・炭化物少董

黄掲色土ブロック・灰掲色粘土多量
3 赤褐色土 焼土粒・焼土ブロック主体層
4 暗褐色粘土 （カマド掘り方）
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第59図第323号住居跡

第323号住居跡出土遺物観察表（第60図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置 備 考

1 土師坪 11. 9 3.4 10.3 AB 普通 にぶい橙 95 床直 口縁部・底部外面の一部油煙付着

体部内面横ナデ

2 土師坪 (12. 0) 3. I ABF 普通 橙 55 床直

3 土師坪 (14. 6) 3.5 AB 普通 橙 40 覆土

4 須恵坪 (12. 3) 3.4 7.0 AK  良好 灰 25 覆土 体部下端～底部外周ヘラ削り

5 土師甕 (17. 3) ABCF 良好 橙 15 覆土 口縁部～頸部内面横ナデ

6 土師甕 (19. 7) ABF 普通 橙 15 覆土

7 土師甕 (20. 7) ABGJ 普通 明赤褐 15 覆土

8 土師甕 (23. 9) AB 良好 橙 15 覆土， 土師甕 (6. 0) ABC 良好 黒 20 床直 底部一方向ヘラ削り

10 土錘 長さ4.8 径I.65~I. 7 孔径0.4 普通 黒 95 覆土

l l 鉄製角棒品 長さ [12.9] cm 幅0.4~0.5cm 覆土 一方が細くなる

12 鉄製角棒品 長さ [6.O] cm 幅3.5X3. 5cm 覆土 やや湾曲
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第323号住居跡出土遺物

第324号住居跡（第61• 62図）

J -15グリッドに位置し、下層で検出された。

第215号住居跡・第 19• 21号井戸跡と重複し、最

も古い。規模は、主軸長は南壁寄りで東西4.56m、

南北4.53m、深さ 13cm程を測る。平面形は、やや

歪んだ方形を呈する。主軸方位は、 N-91°-Eを

指す。

壁溝は、南東隅にのみ確認でき、幅 11~15cm、

深さ 3~9cmを測る。

カマドは、東壁やや北寄りに設けられている。燃焼

部は、 100cmx 50 cmで床面とほぼ同じ高さである。

煙道部は76cm確認できた。

遺物は、土師器坪が出土した。
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1 暗灰褐色土 白色粒微量炭化物・焼士粒含む
2 暗褐色土 焼土粒・焼土ブロック・炭化物・灰色粘土ブロック多量

（カマド天井崩落士）
3 暗褐色土 炭化物・灰多呈
4 灰黄褐色土一部焼土化

5 暗褐色土焼士粒多鼠
6 黄褐色土
7 暗褐色± 焼土ブロック含む（カマド掘り方）
8 黒色土 炭化物層 (I日カマド灰層）
9 暗褐色土 炭化物・焼土粒・粘土多且粒 (I日カマド掘り方）

第61図第324号住居跡
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第62図第324号住居跡出土遺物
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第324号住居跡出土遺物観察表（第62図）

番］下：百比計言目：90：I言唸ぽ旦I色：調］号］出且旦置卜輝比放射状：顧状の；手あり
第325号住居跡（第63図）

I • J -15グリッドに位置し、下層で検出された。

第215• 326号住居跡と重複し、両住居跡に切られ

ている。規模は、主軸長東西3.75m、南北4.80m

と推定され、深さ 12cm程を測る。主軸方位は、 N

-97°-Eを指す。

第326号住居跡（第63図）

I • J -15グリッドに位置し、下層で検出された。

第215• 325 号住居跡・第 867 号土坑•第 13 号井戸

跡と重複し、第325号住居跡を切るほかは、他の遺

-
<i I 

S J325 

s J 215 

~E13 

s J 326 

＜ I 

構に切られている。規模は、主軸長東西3.OOm、

南北3.93m、深さ 14cm程を測る。平面形は、長方

形を呈する。主軸方位は、 N-97°-Eを指す。

第327号住居跡（第64• 65図）

F • G-15グリッドに位置し、下層で検出された。

規模は、主軸長南北5.00m、東西3.31m、深さ 9

cm程を測る。平面形は、長方形を呈する。主軸方位

は、 N-5 °-Eを指す。

遺物は、須恵器高台付碗、灰釉陶器陶器高台付塊．

土師器甕が出土した。

'i冒

I“ 
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1 暗褐色土 焼土粒・炭化物・灰色粘土微量
2 暗褐色土 焼土粒・炭化物多量
3 暗黄褐色土灰褐色粘質土ブロック多蘊

黄褐色土ブロック含む（掘り方）
4 暗褐色土 焼土粒・炭化物含む 3層に近似
5 灰褐色土 黄褐色土粒微鼠（床下土坑）
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第64図第327号住居跡
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第65図第327号住居跡出土遺物

第327号住居跡出土遺物観察表（第65図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置 備 考

1 須恵高台塊 ACGJ 不良 灰白 20 覆土 高台部欠損

2 灰釉高台碗 (7. 3) AG 良好 灰白 15 覆土 高台内ヘラ削り 施釉ツケガケ 東濃産

3 土師甕 (3. 5) AFJ 良好 黒褐 15 覆土

第328号住居跡（第66• 67図）

J -17グリッドに位置し、下層で検出された。

規模は、主軸長南北4.22m、東西6.05m、深さ 11

cm程を測る。平面形は、長方形を呈する。主軸方位

は、 N-6°-Wを指す。

カマドは、北壁で東に片寄って設けられている。

燃焼部は、 134cmx 80 cm、深さ 20cmを測る。煙道

部は、長さ 46cmが確認できた。

遺物は、土師器坪．掘が出土した。
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1 暗褐色士 焼土粒 ・炭化物微呈
2 暗褐色士 黄褐色土粒多痙
3 暗褐色土 焼土粒多最
4 暗赤褐色土 焼土粒 ・焼士ブロ ック多量 （カマド天井崩落土・ 灰の混士層）
5 暗灰褐色土 焼士粒多最（カマド貼り床）
6 黒色士 灰層焼土粒 ・焼土プロック少且
7 暗褐色土 黄褐色土プロック含む 埋め戻し

8 灰褐色士 炭化物多蘊黄褐色土プロ ック混入 （貼り床）
9 灰褐色士 焼士粒・炭化物含む （床下土坑）
10 黄褐色土 焼土ブロック含む（床下士坑）
11 灰褐色土 焼土ブロック ・炭化物 ・灰含む（床下土坑）
12 暗黄褐色土焼土粒 ・炭化物微鼠黄褐色土プロック含む（掘り方）
13 暗褐色土 焼士・ 炭化物・黄褐色土プロック含む（掘り方）
14 黄褐色士 焼士粒・炭化物微量（掘り方）

第66図 第328号住居跡
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第67図第328号住居跡出土遺物
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第328号住居跡出土遺物観察表（第67図）
番号器種口径器高底径胎土

］ 土師坪 (14. 6) I I I B F 
2 土師坪 (15. 0) I 3. 3 I I AB F J 
3 土師坪 (15. o) I 4. 3 I (9. o) I B J 
4 土師甕 （4. 6) I AD F J 
胃

出土位梱

覆土

覆土

覆土

覆土

備 考

第329号住居跡（第68• 69図）

M-20グリッドに位置し、下層で検出された。

第320号住居と重複し、上部が切られている。規模

は、主軸長東西5.30m、南北3.92m、深さ 17cm 

程を測る。平面形は、長方形を呈する。主軸方位は、

N-65°-Eを指す。
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壁溝は一部確認できない部分もあるが、ほぼ全周

する。幅14~32cm、深さ l~5cmを測る。

カマドは、東壁で南に片寄って設けられている。

燃焼部は、凸字状で144cm、最も幅が広いところで

136 cm、奥で57cm、深さ 15cm程を測る。煙道部は、

長さ 50cmが確認できた。

遺物は、土師器坪、須恵器高台付碗が出土した。

第331号住居跡（第70• 71図）

J • K-15グリッドに位置し、下層で検出された。

規模は、主軸長東西4.54m、南北3.82m、深さ 15
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第69図第329号住居跡出土遺物

第329号住居跡出土遺物観察表（第69図）
番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置 備 考

1 土師坪 (11. 6) BJ 良好 にぶい橙 20 覆土 体部内外面横ナデ 内面放射状の暗文あり

2 土師坪 (14. 0) BJ 普通 橙 20 覆上

3 土師坪 13.4 2.8 BF J 不良 にぶい褐 80 覆土 口縁部内外面横ナデ

4 土師坪 (16. 0) BJ 不良 橙 20 覆土

5 須恵高台碗 8.5 AFG 良好 灰 70 覆土
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1 暗灰褐色土 焼土粒．灰色粘土ブロック含む
2 暗褐色土 黄褐色土ブロック含む
3 暗褐色土 黄掲色土ブロック含む
4 暗黄褐色土 暗褐色土ブロック・暗黄褐色土ブロック含む
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第70図第331号住居跡
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